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村
史
の
発
刊
に
よ
せ
て

北
海
道
が
拓
け
て
二
世
紀
に
向
っ
て
い
る
今
日、
第
三
期
総
合
開
発
の
計
画

を
樹
て
て
実
行
期
に
進
ん
で
い
る。
わ
が
網
走
支
庁
管
内
に
お
い
て
も
そ
れ
ぞ

れ
時
代
的
な
要
求
に
よ
り
広
域
生
活
圏
お
よ
び
広
域
行
政
圏
を
設
定
し
て
地
方

自
治
の
振
展
を
共
益
的
歩
調
の
上
に
立
っ
て
お
し
進
め
る
方
向
が
た
ど
ら
れ
、

こ
れ
が
現
今
に
お
け
る
地
方
自
治
の
実
相
と
い
う
べ
き
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

さ
て、
当
白
滝
村
の
村
基
の
歴
史
を
想
起
し
な
が
ら
、
そ
の
足
跡
を
た
ず
ね

つ
つ
村
史
を
編
さ
ん
し
よ
う
と
意
図
し
た
る
と
こ
ろ
古
老
村
民
は
じ
め
関
係
す

る
方
々
の
協
力
を
得
て、
こ
こ
に
一冊
の
白
滝
村
史
の
誕
生
を
見
た
の
で
あ

る
。
わ
が
白
滝
村
の
行
政
区
域
と
し
て
は
紋
別
戸
長
役
場
よ
り
は
じ
ま
り
、
湧

別
町
、
上
湧
別
町、
遠
軽
町
を
経
て
昭
和二
十
一
年
に
隣
町
丸
瀬
布
町
と
同
時

に
分
村
し
た
の
で
あ
る。
前
記
各
町
歴
史
も
ま
た
わ
が
村
の
歴
史
で
も
あ
り
得



る
の
で
あ
る
。
本
村
を
囲
繞
す
る
国
有
林
は、
そ
の
面
積
の
お
よ
そ
八
三
が
い

に
当
る
二
八
四
平
方
ず
強
を
占
め
、
海
抜三
〇
〇
乃
至
七
〇
〇
が
に
所
在
し
、

か
つ
て
は
木
材
の
街
と
し
て
数
多
く
の
製
材
工
場
が
隆
盛
を
極
め、
村
勢
の
中

心
的
役
割
を
演
じ
つ
つ
あ
っ
た。
し
か
し
最
近
に
お
い
て
は
資
源
そ
の
他
の
理

由
に
よ
り
木
材
業
が
衰
微
を
た
ど
り
、
農
業
が
産
業
の
中
心
的
存
在
に
移
行
し

て
今
日
を
成
し
て
い
る
。

山
村
に
お
け
る
地
方
自
治
体
の
存
在
は
、
国
の
経
済
基
調
に
左
右
さ
れ
て
工

業
生
産
基
地
に
そ
の
労
働
力
は
集
注
し
、
過
疎
に
つ
ぐ
過
疎
の
今
日
こ
の
頃
で

あ
る
。

本
村
が
開
拓
さ
れ
て
約
六
十
年、
北
辺
の
一
寒
村
と
し
て
村
が
形
成
さ
れ
幾

多
の
足
跡
を
残
し
つ
つ
今
日
に
つ
な
が
れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
分
村
以
来
小

出
・
渡
辺
村
長
に
つ
い
で三
代
目
村
長
の
私
と
し
て
は、
時
あ
た
か
も
過
疎
の

波
お
し
よ
せ
し
時
代
に
そ
の
座
に
あ
る
こ
と
、
ま
こ
と
佗
し
き
も
の
蔽
い
得

な
い
。
こ
れ
も
一
つ
の
時
の
流
れ
で
あ
ろ
う
。



か
つ
て
、
この
地
で
開
発
に
情
熱
を
燃
や
し
不
毛
の
地
で
あ
ら
ゆ
る
困
苦
と

闘
い、
本
村
発
展
に
挺
身
さ
れ
た
人
々
の
努
力
に
敬
慕
の
念
を
さ
さ
げ
つ
つ、

こ
の
小
史
が
村
発
展
の
経
過
を
正
し
く
伝
え
て、
今
後
に
お
け
る
白
滝
の
人
々

に
と
って
限
り
な
き
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
と
敬
祖
の
美
風
の
源
と
な
る
と
と
も

に
後
世
子
孫
の
懐
古
の
資
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
こ
こ
に
村
史
発
刊
の
こ
と

ば
と
す
る
。

昭
和
四
十
六
年
六
月
十
日

白
滝
村
長

国

松
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湿
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破
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会
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客
車
ト
イ
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第
一
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・
熊
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狼
・
お
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迷
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・
北
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道
方
言
・
明
治
初
期
の

犯
罪
と
刑
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・
タ
コ
部
屋
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酷
物
語
・
囚
人
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働
・
開
基
先
駆
者
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会
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ヌ
の
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友
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五六一

五四三

五四一
第
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節
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念
物
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紋
岩
球
顆=



1

白
滝
の
古
代

白
滝
古
代
の
背
景

日
本
列
島
は
新
生
代、
鮮
新
世
のこ
ろ
海
中
から
そ
の
姿
を
見
せ
た
と
い
わ
れ、
や
が
て
そ
れ
が
ア
ジ
ア

大
陸
の
一
部
と
な
り
、
そ
の
東
縁
と
な
っ
て
太
平
洋
に
そ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
この
東
側
は
中
期
洪
積
世
に
至
り
し
だ

いに
上
昇
を
し
て、
今
の
日
本
海
は
大
内
湖
と
な
っ
て
存
在
し
、
そ
の
後、
洪
積
世
の
後
期
に
な
り
朝
鮮
海
峡
が
切
れ、
続
い
て
津

軽
海
峡
が
生
じ、
日
本
海
は
直
接
太
平
洋
と
東
シ
ナ
海
に
通
じ
た
が
、
そ
の
こ
ろ
に
な
っ
て
も
ま
だ
宗
谷
海
峡
と
間
宮
海
峡
は
開
か

れ
ず
、
北
海
道
と
樺
太
は
大
陸
に
続
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
大
陸
から
独
立
し
、
し
だ
い
に
今
の
日
本
列
島
の
形
と
な
っ
た

の
は
沖
積
世
に
至
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
第
四
紀
洪
積
世
の
時
代
に
な
っ
て、
は
じ
め
て
地
球
上
に
人
類
の
足
跡
が
見
ら
れ
る
が、
さ
ら
に
日
本
列
島
に
そ
の
跡
が
見

ら
れ
る
の
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
洪
積
世
の
後
期
第三
氷
期
以
後
の
時
代
(約
十
五
万
年
以
前
ご
ろ
)
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
も

今
後
の
調
査
研
究
に
よ
っ
て
は、
さ
ら
に
日
本
列
島
の
人
類
の
足
跡
は
数
十
万
年
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。

さ
て
第
四
紀
洪
積
世
の
気
象
環
境
と
い
え
ば
、
氷
河
期
の
時
代
で
あ
り
、
ギ
ュン
ツ
(第
一)、

ミ
ン
テ
ル
(第二

)、
リ
ス
(第

三
)、
ウ
ル
ム
(第
四)
の
各
氷
河
期
が
存
在
し
、
き
わ
め
て
寒
冷
な
気
候
と、
そ
の
間
の
温
暖の
気
候
と
の
く
り
か
え
し
が
続
い

た
の
で
あ
る
。
ま
た
最
も
古
い
時
期
の
ギ
ュ
ン
ツ
氷
期
以
前
に
前
ギ
ュ
ン
ツ、
ま
た
は
ド
ナ
ウ
期
が
あ
っ
た
と
し
、
洪
積
世
の
開
始

一
白
滝
の
古
代
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1
白
滝
の
古
代

地 質 年 代 表
現 世 (沖積世) 0.8～1万年まえ一

第四紀
(更新世 (洪積世)(完新世) 60～100
鮮新世 -1500

新生代 新第三紀
-3500

第三紀
中新世
漸新世
始新世

-5000
古第三紀

-7000
白堊紀 1億2000

中生代 ジュラ紀 1億5000
一 1億9000
2億2000

(ヴァリスカン造山運動)
石炭紀 2億8000
デボン紀 3億2000

古生代 ゴッ トランド紀 ) 3億5000
オルドビス紀

4億

カンブリア紀

5億

原生代
始生代

・8億5000
‒26億以上

を
六
十
万
年
前
か
ら
さ
ら
に
二
百
万
年
前
ま
で
に
想
定
す
る
説

も
あ
る
。
最
も
後
の
ウ
ル
ム
第
四
氷
期
(約
六
万
年
前
よ
り
)

を
四
小
氷
期
に
分
け
、
こ
の
氷
期
の
終
了
後
が
現
代
の
沖
積
世

と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
(別
表
参
照)。

前
述
し
た
と
お
り
、
日
本
列
島
が
大
陸
か
ら
孤
立
し
た
主
因

は
造
陸
運
動
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が、
氷
期
と
関
係
の

あ
る
海
水
面
運
動
は
ま
た
、
こ
の
時
代
に
お
け
る
地
理
的
現
象

と
し
て
、
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
寒
冷
の
時
期
に
は
蒸
発
し
た

海
水
は
氷
と
な
り
、
そ
の
た
め
海
水
の
量
は
減
少
し
海
面
が
低

下
す
る
こ
と
は
氷
河
期
の
特
徴
で
あ
る
が、
洪
積
世
に
お
い
て

は
こ
の
事
象
が
数
回
に
わ
た
っ
て
く
り
か
え
さ
れ、
あ
る
氷
期

に
お
い
て
は二
〇
〇
ぶ
以
上
も
海
面
が
降
下
し
た
時
期
も
あ
る

と
い
い、
最
後
の
ウ
ル
ム
氷
期
に
お
い
て
は
一
〇
〇
M
程
度
の

海
面
降
下
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
時
期
以
後
と
な
っ
て、
無
土
器
文
化
の
遺
跡
は
増
し
て

く
る
し
、
河
岸
や
丘
の
斜
面
に
生
活
の
跡
が
存
し
て
く
る
。
当

時
は
当
然
寒
冷
な
気
候
で
あ
っ
た
ろ
う
が、
小
氷
期
の
く
り
か

1円

一

-

(アルプス造山運動)

三畳紀
二畳紀

(カレドニア造山運動)



え
し
に
より
、
小
間
氷
期
の
温
暖
な
時
期
が
あ
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
こ
う
し
た
な
か
で
大
陸
から
移
動
し
て
き
た
動
物
は
東

洋
象
、
ナ
ウ
マ
ン
象
、
マン
モ
ス
象、
オ
オ
ツ
ノ
ジ
カ、
野
牛
な
ど
が
生
存
し
て
い
た
こ
と
も
、
各
地で
発
見
さ
れ
て
い
る
化
石
な

ど
に
よ
り
実
証
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
こ
の
時
期
に
特
徴づ
け
ら
れ
る
自
然
現
象
に、
火
山
の
爆
発
と、
こ
れ
に
と
も
な
う
火
山
灰
の
降下
が
あ
る
。
無
土
器
文
化

の
遺
物
の
多
く
は、
この
火
山
灰
層
(ロ
ー
ム
層
)
か
ら
出
土
し
発
見
さ
れ
て、
そ
の
地
質
的
層
位
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
が
考
察

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
これ
ら
の
降
灰
が
終
っ
た
の
は
、
お
お
よ
そ
洪
積
世
の
終
末
だ
と
さ
れ
、
一万
年
以
前
と
推
定
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
か
ら、
約
一
万
年
から
一
万
二
千
年
以
前
を
旧
石
器
時
代
と
し
、
そ
れ
以
前
の
も
ので
沖
積
世
に
属
す
る
石
器
時
代
を
中

石
器
時
代、
新
石
器
時
代
と
称
し
て
い
る
。

昭
和
二
十
四
年
六
月、
郡
馬
県
笠
懸
村
岩
宿
で
無
名
の
一
青
年
相
沢
忠
洋
(当
時二
十
四
歳)
が
、
関
東
ロー
ム
層
(洪
積
世
に

堆
積
し
た
火
山
灰
赤
土
層)
の
中
から
発
見
し
た
一個の

石
器
か
ら、
そ
れ
ま
で
に
日
本
に
は
石
器
時
代
の
文
化
が
な
い
と
考
え
ら

れ
て
い
た
学
説
が
く
つ
が
え
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
洪
積
世
の
地
層
よ
り
出
土
し
た
石
器
に
よ
っ
て、
少
な
く
も
日
本
列
島

に
も
一
万
年
以
前
か
ら
人
類
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が、
層
位
学
的
に
確
認
さ
れ、
こ
の
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
郡
馬
県
を

は
じ
め
関
東
一
帯
の
ほ
か、
長
野
県
、
北
海
道
な
ど
で
旧
石
器
発
掘
が
進
め
ら
れ、
一躍
無
土
器
文
化
の
研
究
が
脚
光
を
あ
び
、
そ

の結
果
が
つ
ぎ
つ
ぎ
発
表
さ
れ
る
に
し
た
が
っ
て
一
層
そ
の
位
置
づ
けが
確
立
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
の
無
土
器
文

化
の
変
遷
と
今
後
の
課
題
は
ま
だ
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

発
見
さ
れ
た
多
く
の
石
器
の
中
か
ら
は、
現
在
の
シ
ベ
リ
ア
大
陸
で
発
見
さ
れ
た
も
の
と
類
似
の
石
器
も
あ
り、
ま
た
本
州
方
面

で
発
見
さ
れ
て
いる
各
種
の
石
器
と
日
本
列
島
と
の
生
い
た
ち
の
関
係、
ア
ジ
ア
大
陸
の
東
辺
に
位
置
す
る
日
本
列
島
の
無
土
器
文

一
白
滝
の
古
代

一五



氷

河

標準化石 文 化 階 程 区 分 先史年代区分
(ヨーロッパ)道内火山 その他

古墳時代

弥生時代

オホーツク擦
文文化

鉄器時代"
←

?

晩期・中期
後期 青銅器時代

摩
周
火
山

T

一
大

雪 雪
-

ア
バ
シ
リ
貝
塚

トッタベツ Ⅲ 中石器時代
飛驒Ic

?

ホ

飛驒Ib ウウ

白滝上町文化層Ⅰ
C14 15820±400
ブレード ほか

旧石器時代
後 期

火火
山 山

↑? ス

トッタベツ I 象 権現山Ⅱ文化
権現山Ⅰ文化 旧石器時代

中 期

一
屈

斜
路
火

山

支
笏
火
山

←

ル
1
1
1飛驒Ⅰポロシリ

(地盤の上昇開始)

ナ

?.
111

ウ

旧石器時代
前 期ツ

マ
ガ

ン シ 一東
ワ

象 洋
象

一

一六
白
滝
の
古
代

「モ
ヨ
ロ

新石器時代
縄文時代前期

白滝下町文化層Ⅱ
船底石器ほか

ン

b セ

モ

飛驒IIaトッタベツ
(千畳敷)II ン

ジ
ク

シ
ベ
リ
ヤ
、
カ
ラ
フ
ト
、
北
海
道
陸
続
き

大
樽
前
火
山,

恵
庭

繩文時代



一

白
滝
の
古
代

地質年代
区 分

絶 対 年 代
(ヨーロッパ)(年) 永 期 年 代 区 分 古 気 候

(現在に対比)
海水面変化
(ヨーロッパ)

0
1,000- サブアトランティック期 温 0m

沖 2,000
3,000-

サ ブ ボ レ ア ル 期 やや寒積積

6,000- アトランティック期 暖 (+2) +10～15m

世 8,0001 ボ レ ア ル 期
ー6°より暖 -20～30m

10,000- ブ レ ボ レ ア ル 期
-6°

11,000-
アレレード期 温12,000
旧ドリアス期

W3 -6° -30m
18,000±

後 +12m

W2 -8～9° -100～130m
洪 20,000±

ブラン デン
ブ ル グ期 温 +1～3m

W1 -7～8° - 100m±5～60,000±

リス・ウルム(第3)

間 氷 期
暖(+2°) +6～30m

積 リ

ス(第3)
-8～9° - 100m±

約 240,000 氷 期

期

中
期

約 380,000

ミンデル・リス(第2)

間 氷 期
涼 +30～40m

世 前

約 450,000

ギュンツ・ミンデル(第1)

間 氷 期
暖 +30～60m

約 550,000

期
約280,000～1,000,000

約600,000～2,000,000

ギュンツ (第1)氷期 -6°?

海水-4～5°
ー 100mより浅

4,000-
5,000-

7,000-

9,000-

新ドリアス期
ウ

ル
ム(
第
4
)
氷
期

期

約 150,000

ミンデル(第2)

氷 期

- 6～8°?

海水-5～6°
100m±
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古
代

化
が、

アジ
ア
大
陸
各
地
の
石
器
と
ど
の
よ
う
に
関
連
を
持
っ
て
い
る
か
な
ど
等、
ま
だ
未
解
決
の
も
の
が
多
数
残
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。

白
滝
村
の
無
土
器
文
化
研
究
の
変
遷

昭
和
の
初
期
(二
年
こ
ろ
か
ら
と
い
わ
れ
て
い
る
)、
遠
軽
町
の
遠
間
栄
治
は、
白
滝

村
奥
白
滝
付
近
お
よ
び
旧
白
滝
ホ
ロ
カ
ユ
ウベ
ッ
一帯
か
ら
発
見
さ
れ
た
大
型
石
器
に
注
目
し
、
こ
れ
を
発
掘
収
集
し
て
い
た
。
付

近
住
民
も
ま
た
白
滝
村
一
帯
で、
開
拓
の
進
む
に
つ
れ
多
数
発
見
さ
れ
る
石
器
を
収
集
し
、
学
校
な
ど
に
考
古
資
料
と
し
て
寄
せ
ら

れ
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
当
時
は
こ
れ
ら
の
出
土
品
の
年
代
的
考
察
や、
無
土
器
時
代
の
位
置
づ
け
な
ど
に
は

思
い
も
つ
かず
、
き
わ
め
て
近
い
時
代
の
土
器
文
化
ま
た
は
アイ
ヌ
文
化
の
遺
物
と
し
て
考
え
て
い
た
程
度
で
あ
っ
た
。

越
え
て
昭
和二
十
八
年、
当
時
明
治
大
学
の
学
生
で
あ
っ
た
吉
崎
昌
一
(現
北
大
助
教
授)
は、
北
海
道
に
も
旧
石
器
が
あ
る
の

で
な
い
か
と
の
見
通
し
に
た
っ
て
道
内
各
地
を
踏
査
し
、
白
滝
村
の
奥
白
滝、
上
白
滝
お
よ
び
支
湧
別
付
近
か
ら
出
土
し
た
ブ
レ
ー

ド
を
中
心
と
し
た
各
種
の
石
器
を
発
見
し
、
そ
の
形
態
お
よ
び
層
位
か
ら、
こ
れ
が
旧
石
器
時
代
の
も
の
で
あ
る
こ
と
の
判
定
を
し

た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
昭
和三
十
年
夏
、
吉
崎
は
明
治
大
学
芹
沢
長
介、
北
海
道
学
芸
大
学
河
野
広
道、
北
海
道
大
学
湊
正
雄
な
ど
の
援
助
の
も

と
に
、
本
村
上
白
滝
高
台
付
近
の
一
地
点
(白
滝
第
十
三
地
点
)
を
は
じ
め
て
発
掘
し
、
産
状
や
層
位
状
況
を
本
格
的
に
調
査
し
た

が、
こ
の
時
点
で
湊
博
士
は
日
高
の
マ
ン
モ
ス
化
石
層
準
に
対
比
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
の
見
解
を
明
ら
か
に
し
た
。
翌
昭
和
三
十
一
年

夏
、
北
大
児
玉
作
左
衛
門
と
当
時
北
大
に
交
換
留
学
中
の
米
国
ミ
シ
ガ
ン
大
学
の
S.P.

BANK
が
中
心
と
な
っ
て、
北
大
大
場
利

夫
博
士、
吉
崎
昌
一
な
ど
が
参
加
し、
前
年
吉
崎
が
発
掘
し
た
隣
接
地
点
を
発
掘、
こ
れ
に
は
白
滝
中
学
校、
三
和
中
学
校
の
生
徒

も
発
掘
作
業
に
参
加し
た
。
この
調
査
は
前
年
の
調
査
実
績
に
も
と
づ
き
、
さ
ら
に
考
古
学
、
地
質
学
、
人
類
学
等
の
面
か
ら
調
査

一八



さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が、
残
念
な
が
ら
細
部
の
成
果
は
発
表
さ
れ
な
いま
ま
に
終
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
後
さ
ら
に
井
尻
正
二
、
北
大
石
井
次
郎、
東
北
大
若
生
達
夫、
地
下
資
源
調
査
所
長
谷
川
潔
な
ど
の
手
に
よ
り、
吉
崎
の
研

究
と
併
せて、

河
成
段
丘
の
形
成
史
上、
地
質
形
成
上
な
ど
の
調
査
研
究
が
進
め
ら
れ
た
が、
以
上
の
諸
研
究
が
起
点
と
な
っ
て、

昭
和三
十
四
年
夏、
こ
れ
ら
の
問
題
を
総
合
的
に
調
査
研
究
す
る
た
め
「白
滝
団
体
研
究
会
」
が
結
成
さ
れ、
白
滝
遺
跡の
研
究
は

考
古、
地
質、
地
形、
古
生
物、
土
壌、
人
類
学
の
多
方
面
から
学
究
を
網
羅
し
て
本
格
的
な
研
究
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
研
究
会
の
構
成
員
は
百
二
十
名
か
ら
な
り、
道
内
大
学
の
若
手
研
究
者
を
は
じ
め、
遠
く
は
京
都
大
学
、
信
州
大
学
か
ら
も

は
せ
さ
ん
じ
、
ま
た
高
校、
中
、
小
学
校
の
教
師
な
ど
お
よ
そ
道
内
外
の
新
進
気
鋭
の
学
究
者
が
中
心
と
な
っ
て
構
成
さ
れ
た
ほ
か、

道
内
の
高
校
生
も
延
べ
四
十
数
名
参
加
し
た
。

こ
の
調
査
研
究
は
昭
和
三
十
四
年
(第三

十
一
地
点
第三
十
二
地
点
)、
同
三
十
五
年
(第三

十
七
地
点
、
第
三
十
八
地
点)、

同
三
十
六
年
(ホ
ロ
カ
沢
)
の三
ヵ
年、
毎
年
夏
白
滝
温
泉
ホ
テ
ル
を
中
心
宿
舎
と
し
、
日
中
は
分
担
に
よ
る
現
地
の
調
査
を
実
施
し
、

夜
は
グ
ルー
プ
に
よ
る
討
議
を
重
ね
て
研
究
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
白
滝
遺
跡
群
の
地
層、
遺
跡
を
含
む
広
範
囲
の
地
質、

地
形
な
ど
に
つ
き
、
大
き
な
成
果
を
お
さ
め、
昭
和三
十
八
年
五
月
十
日、
白
滝
団
体
研
究
会
の
名
の
も
と
に
『白
滝
遺
跡
の
研
究』

報
告
書
が
発
表
さ
れ
た
。

ま
た
こ
れ
と
並
行
し
て
昭
和
三
十
七
年
に
明
治
大
学
杉
原
荘
介
博
士
を
中
心
と
し
て
、
白
滝
服
部
台
地
の
遺
跡
に
つ
いて
も
発
掘

調
査
が
進
め
ら
れ
た
が
、
報
告
は
未
刊
で
あ
る
。

遺
跡
の
分
布

白
滝
遺
跡
は
湧
別
川
と
支
湧
別
川
の
流
域
一
帯
に
分
布
し、
この
二
つ
の川
に
は
さ
ま
れ
た
数
段
の
河
岸
段
丘

を
形
成
す
る
三
角
地
帯
に
多
く
分
布
し
て
い
る
。

一
白
滝
の
古
代
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白
滝
の
古
代

1

遺
物
の
出
土
地
点
は
この
一帯
に
七
十
カ所
以
上
も
存
在
す
る
が、
調
査
地
点
と

し
て
は、

白
滝
第
十
三
地
点
(上
白
滝
前
田
植
林
台
)、
支
湧
別
の
白
滝
第三
十
地

点
(鴻
上
台
地)、

第
四
地
点、
第
十
地
点
な
ど
の
ほ
か、
上
白
滝
か
ら
奥
白
滝
の

間
、
鉄
道
沿
線
に
そ
っ
て、
第
三
十
一、
三十
二
、
三
十
三
地
点
な
ど
が
分
布
し
て

い
る
。
ま
た
白
滝
付
近
で
は
黒
耀
の
沢
を
は
さ
み
、
渡
辺
台
地
第二
十
五
地
点
、
山

本
台
地
第
二
十
七
地
点
な
ど
が
あ
り
、
ま
た
旧
白
滝
ホ
ロ
カ
ユー
ベ
ツ
沢
1
遺
跡
な

ど
も
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
調
査
の
結
果
を
総
合
し
て、
白
滝
石
器
の
発
掘
さ
れ
た
そ

れ
ぞ
れ
の
段
丘
別
位
置
づ
け
お
よ
び
層
位
学
的
検
討
か
ら
白
滝
遺
跡
の
文
化
層
を
新

旧
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
、
上
町
文
化
層
I
(
第
十三
、
第
三
十
八
地

点
な
ど
)、
下
町
文
化
層
Ⅱ
(
第三
十、

第
三
十
三
地
点
な
ど
)
と
し
て
分
類
す
る

こ
と
に
し
た
。

遺
物
の
種
類

白
滝
遺
跡
の
遺
物
は、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
黒
耀
石
に
よ
る
石
器

で
あ
り
、
そ
の
種
類
は
多
く
、
道
内
各
地
で
出
土
し
た
ほ
と
ん
ど
の
も
の
が
発
見
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
お
も
な
も
の
を
あ
げ
る
と
以
下
の
も
の
で
あ
る
。

刃
(blade)

縦
長
剝
片
の
う
ち
で
も
正
面
に
二‒
三
条
の
稜
が
と
お
っ
て
形
の
と
と
の
った
も

の。
原
義
は
木
の
葉、
小
刀
の
身
と
い
っ
た
意
味
で、
白
滝、
置戸
、
西
興
部、
樽

紋別郡白滝における遺跡の分布

龍、白、奥
Loc21823

Loc.29
Loc.32

Bcz55立42.33 LOC.31.
遊白上

392,19

33

Loc.30

Loc.13

米 1000 500 0

白滝団体研究(1963)による。
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岸
な
ど
の
諸
遺
跡
か
ら
船
底
形
石
器
を
と
も
な
っ
て
発
見
さ
れ
る
。
ま
た
当
然
に
ブ
レー
ド
コ
ア
も
発
掘
さ
れ
る
。

口
搔

器
(scraper)

も
の
を
削
っ
た
り
搔
き
と
っ
た
り
す
る
た
め
の、
断
面
が
く
ち
ば
し
状
に
分
厚
い
刃
を
そ
な
え
た
石
器、
総
じ
て
ス
ク
レ
ー
パ
ー

と
言
っ
て
い
る
が、
そ
の
形
態
に
よ
っ
て、
エン
ド
・
ス
ク
レ
ー
パ
ー
、
サ
イ
ド
・
ス
ク
レー
ペ
ー、

コ
ア
・
ス
ク
レ
ー
パ
ー
な
ど

が
あ
る
。

六
彫
刻
刀
(grarer)

通
常、
彫
刻
刀
は
剝
片
の
一
端
に
そ
こ
を
た
ち
切
る
よ
う
な
打
撃
が
加
え
ら
れ、
先
端
部
を
た
ち
切
った
よ
う
な
面
が
で
き、
こ

れ
を
彫
刻
刀
面
と
よ
ば
れ
る
狭
い
剝
取
り
が
で
き
て
い
る
。

二
尖
頭
器
(point)

先
端
が
と
が
っ
て
い
て
、
主
と
し
て
物
を
突
き
刺
す
た
め
の
石
器
を
ひ
ろ
く
尖
頭
器
と
い
っ
て
お
り
、
形
態
は
さ
ま
ざ
ま
な
も
の

が
ふ
く
ま
れ
る
。
大
形
、
中
形
の
尖
頭
器
が
船
底
形
石
器、
彫
刻
刀
石
器
な
ど
と
伴
出
す
る
こ
と
が
多
い
。

ホ
船
底
形
石
器

厚
い
剝
片
石
を
平
ら
な
面
を
中
心
に
し
て、
長
円
形
に
そ
の
周
囲
に
打
撃
を
加
え
、
船
の
よ
う
な
形
に
仕
上
げ
た
石
器
を
い
う
。

特
に
本
村
出
土
の
こ
の
種
の
も
の
は
、
白
滝
型
船
底
石
器
と
よ
ば
れ、
大
形
で
両
面
加
工
が
な
さ
れ
た
厚
手
の
槍
状
石
を
原
材
と

し
、
甲
板
に
あ
た
る
部
分
は
カー
ブ
し
て
いる
も
の
が
多
く、
数
回
の
剝
離
に
よ
っ
てこ
の
際
で
き
る
石
削
は
ス
キー
状
を
な
し
て

い
る
の
でこ
れ
を
ス
キ
ー
状
ス
ポ
ー
ル
と
言
っ
て
い
る
が、
こ
れ
自
体、
擦
痕、
磨
滅
な
ど
が
見
ら
れ
た
点
か
ら
、
石
器
と
し
て
利

用
さ
れ
た
場
合
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

1
白
滝
の
古
代
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一

石

刻
(core)

石
器
を
作
る
過
程
で、
剝
片
を
は
ぎ
取
っ
た
残
り
の
石
を
石
核
と
い
う
。
こ
れ
は
石
器
の
目
的
で
作
っ
た
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
石

核
も
な
か
に
は
あ
る
が、
お
お
か
た
の
場
合
は、
は
ぎ
取
っ
た
剝
片
を
石
器
と
し
て
使
用
し
、
石
核
は
残
り
を
捨
て
ら
れ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
大
部
分
は
縦
に
幅
の
狭
い
剝
離
面
が
平
行
し
て
な
ら
び、
全
体の
形
が
柱
状
や
円
錐
状
を
呈
し
て
い
る
も
の
が
多
い
。
特

に
石
刀
を
は
ぎ
取
っ
た
と
思
わ
れ
る
石
核
な
ど
は、
ブ
レ
ー
ド
・
コ
ア
と
い
っ
て
い
る
。

ト
細
石
器
(microlith)

年
代
は
新
し
く
な
り
沖
積
世
の
初
め
な
い
し
洪
積
世
の
最
末
期
と
な
ろ
う
が、
細
石
刃
を
主
と
す
る
細
石
器
が
発
掘
さ
れ
る
。
い

ず
れ
も
無
土
器
時
代
末
期
の
所
産
と
推
定
さ
れ、
付
近
から
は
石
刃
鏃
な
ど
沖
積
世
初
期
の
こ
ろ
の
石
器
の
ほ
か
、
剝
離
加
工
の
精

密
度
が
高
い
石
器
が
伴
出
さ
れ
て
い
る
。

白
滝
無
土
器
文
化
層
の
年
代

白
滝
無
土
器
文
化
の
石
器
包
含
層
は、
前
述
の
よ
う
に
新
旧二
つ
の
層
準
に
区
分
さ
れ、
文
化

層
1
の
地
点
から
白
滝
団
研
に
お
い
て
石
器
と
と
も
に
出
土
し
た
炭
化
木
片
の
放
射
性
炭
素
測
定
(C14)

に
よ
って、

そ
の
年
代

は
15820±400

B.
P
年
と
い
う
値
が
出
さ
れ、
す
な
わ
ち
一万
五
千
八
百
二
十
年
前
後
四
百
年
前
と
の
年
代
が
推
定
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

同
じ
く
白
滝
団
研
か
ら
主
要
な
地
点
に
お
け
る
石
器
群
の
水
和
層
の
厚
さ
は
4.16+0.03

μ～5.79+0.03
μ
の
範
囲
に
含
ま
れ

る
と
の
結
果
が
出
さ
れ、
こ
の
年
代
が
ほ
ぼ二
万
年
から
一
万二
千
七
百
年
B
・
P
年
に
あ
た
る
も
の
と
推
定
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
に

よ
る
と
編
年
表
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に、
白
滝
の
文
化
層
Ⅰ
は
約
一
万
五
千
年
か
ら
約二
万
年
に
わ
た
り
、
文
化
層
Ⅱ
は
約
一万
二

千
年
か
ら
約
一
万
五
千
年
に
わ
た
る
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た。
こ
れ
ら
はウ
ル
ム氷
期
2
(
文
化
層
I)、

ウ
ル
ム
氷
期
3

一
白
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一
白
滝
の
古
代

(文
化
層
1)
に
相
当
す
る
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る。

放
射
性炭
素
測
定=
炭
素
の
同
位元
素
測
定
から
表
わ
さ
れ、
炭
素
は
普
通
C12
で
表
わ
さ
れ
る
が、
放
射
性炭
素
は
C
14で
ある
。
こ
の
C14

は
ど
の
よ
う
な
条
件
に
お
か
れ
て
も
一
定の
速
さ
で
崩
壊
し
て
C12
に変
っ
て
いく
。
した
が
っ
て
C
14と

C
12の
割
合
を
調
べ
ると
二
万
年

前
ぐ
ら
い
ま
で
の
時
間
は
相
当
正
確
に
測
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

水
和
層
測定
=
黒
耀
石
の
石
器
の
表
面
は、
同
じ
黒
耀
石
で
あ
って
も
鈍
い
光
沢
を
し
め
す
。
こ
れ
は
石
器
が
永
い
間
埋
積
さ
れ
て
いる
う
ち
に
表

層
が
水
和
し
て
き
た
た
めで
あ
る
。
この
表
層
に
で
き
る
水
和
層
の
厚
さ
に
よ
り
(古
い
も
の
ほ
ど
厚
く
、
新し
い
も
の
ほ
ど
薄
い)、

年
代
を
推

定
す
る
方
法
で
ある
。

土
器
文
化

白
滝
の
土
器
文
化
遺
跡
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
全
く
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。

近
年、
市
街
地
東
区
石
井
政
雄
所
有
地
から
中
学
生
が
土
器
破
片
を
発
見
し
た
。
村
教
育
委
員
会
は
こ
れ
を
網
走
郷
土
博
物
館
米

村
哲
英
に
見
て
も
ら
い
意
見
を
う
か
が
っ
た
と
ころ
、
絡
条
体
圧
痕
紋
土
器
(約
七
千
年
前)
の
も
の
と
確
認
さ
れ
た
。
同
教
育
委

員
会
で
はこ
れ
ら
の
資
料
を
基
礎
と
し
て
昭
和
四
十
六
年
度
に、
米
村
哲
英
を
中
心
に
し
て
本
格
的
な
発
掘
を
実
施
し
、
本
村
の
土

器
文
化
の
究
明
を
は
か
る
こ
と
に
な
って
い
る。

二四



二
自
然
と
環
境

村
名
“白
滝
"
の
由
来

湯
別
川
の
上
流、
下
白
滝
駅
よ
り
南
方
五
〇
〇
ぶ
の
地
点
に
滝
が
あ
り
白
滝
と

称
し
て
い
た。
『上
湧
別
村
誌』
に
は
白
滝
と
い
う
地
名
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

記
さ
れ
て
い
る
。

「滝
の
下
駅
通
所
よ
り
約
一里
の
西
方
(現
在
下
白
滝
駅
よ
り
凡
そ
五
〇
〇
M
の

地
点
を
指
す
)
湧
別
川
の
上
流
に
在
り
両
岸
高
く
聳
ゆ
る
の
間
、
削
れ
る
が
如
き

断
崖
と
な
り
相
逼
る
処
、
恰
も
一
蹴
に
し
て
彼
岸
に
及
ぶ
の
感
あ
り
。
湧
別
川
の

奔
端
集
ま
り
其
の
間
を
穿
ち
辛
じ
て
流
れ
飛
瀑
と
な
り
白
日
尚
流
水
濁
り
、
深
さ

測
る
べ
から
ず、
水
勢
迅
風
の
狂
ふ
に
似、
泡
沫
八
方
に
飛
散
し
て
雲
霧
を
吐
き

濤
声
百
雷
と
吼
え
、
為
め
に
双
岸
の
老
樹
蓊
鬱
と
し
て
黙
せ
る
も
の
の
如
し
、
夏

期
に
入
れ
ば
附
近
淡
水
魚
多
く
、
就
中
鱒
魚
の
躍
り
て
瀑
を
溯
ら
ん
と
し
て
水
に

押
さ
れ、
水
を
離
れ
て
飛
ぶ
事
頻
な
り
、
実
に
壮
絶
快
絶、
識
ら
ず
盛
夏
の
苦
熱

も
忘
れ
仙
寰
に
遊
ぶ
の
観
あ
ら
し
む
」
と
あ
る
が
、
古
老
の
言
に
よ
れ
ば
、
こ
こ

第
一
章
位
置
と
面
積

二五

村名の由来となった下白滝の滝‒大正7年秋の景
(大正11年8月の大洪水でこの滝も変容した)



二
自
然
と
環
境

を
通
る
人

が々
飛
沫
す
る
水
し
ぶ
き
の
た
め、
滝
つ
ぼ
お
よ
び
岩
肌
が
白
く
か
す
ん

で
見
え
る
の
で
“白
滝
"
"白
滝
”
と
い
っ
て
通
っ
て
い
た
と
のこ
と
、
そ
れ
が
い

つ
と
は
な
し
に
こ
の
付
近
一
帯
の
地
名
を
“白
滝
"
と
称
す
る
よ
う
に
な
り、
昭
和

二
十
一
年
開
村
の
際、
村
名
と
決
し
た
の
で
あ
る
。

第
一
章
位
置
と
面
積

位
置

白
滝
村
は
網
走
支
庁
管
内
の
中
西
部に
位し
、
北
緯
四
十三
度
四
十
四

分
三
十
秒
よ
り
四
十
三
度
五
十
七
分
三
十
秒、
東
経
百
四
十
三
度
四
十
秒
よ
り
百
四

十三
度
十
八
分
二
十
秒
の
間
に
あ
り、
北
は
丸
瀬
布
町
お
よ
び
滝
上
町、
東
は
丸
瀬

布
町
に、
西
南
部
一
帯
は
石
北
国
境
を
境
と
し
て
上
川
支
庁
管
内
上
川
町
に
接
し
て

い
る
。
面
積

面
積
は三
四
一・
四
六
平
方
き
が
で、

東
西
二
〇
『
財、

南
北
二
四
・

二
吉
別
の
や
や
楕
円
状
で
あ
る
。

今
こ
こ
ろ
み
に
網
走
管
内
お
よ
び
全
道
的
な
角
度
か
ら
本
村
の
面
積
を
観
察
す
る

に
、
網
走
支
庁二
十
三
カ
町
村
の
ほ
ぼ
中
間
に
位
す
る
面
積
を
有
す
る
が、
管
内
全

面
積
八
、九
六
八
・八
六
平
方
ず
ぶ
の
わ
ず
か三
・八
ぎ
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
全
道

至丸顔市

白滝村
日

オ ホー ツ ク海

網
走

海 留萌
旭

��

岩見沢 池田

口
根
蜜

樂
極
之

札
幌

三角山 A:538

1,088A

5

A.

c

トー・イ ジ昇画岳
館 太 平 洋
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ゆしらたさ

かみいうたっす支
湧
別

安安
明
�
三
人

白
滝
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狗
平
東
白滝
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所
有
別

民公国
計 有有有

地 地 地
三
四、一

四
六
念

四、九
六
五
粉

二八、四
六
九
給

七
一二
秒

地
目

別

そ 山村原宅畑

計 の

有
牧

他 林場野地

一、二
五
五
粉

八三
粉

一、
四
一二
念

三
十
二
カ
村
中、
猿
払
村、
鶴
居
村、
占
冠
村、
島
牧
村
に
次
い
で
五
番
目
に
大
き
い
村
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
四
千
万
分
の
一
の
世
界
地
図
を
ひ
ろ
げ
て
見
る
と
、
日
本
全
土
は
人
間
の
親
指
ほ
ど
の
も
の
で
、
北
海
道
は
そ
の
爪
の
大
き

さ
く
ら
い
し
か
な
い
が
、
その
北
海
道
より
小
さ
な
国
が
世
界
中
に
三
十
六
カ
国
も
あ
り
、
さら
に
面
白
い
こ
と
に
白
滝
村
よ
り
も

面
積
の
小
さ
い
国
が
六
カ
国
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
バ
チ
カ
ン
市
国
の
四
四
〇
平
方
が、
モ
ナ
コ
大
公
国
(
一・六

平
方
き
込)、

サン
マ
リ
ノ
共
和
国
(六
〇
・
五
七
平
方
き
込
)、
リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
大
公
国
(一
五
七
平
方
が)、

モ
ル
ジ
ブ
(二
九
八
平
方
き

M)、
マ
ル
タ
国
(三
一
六
平
方
き
ぶ
)
の
各
国
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
本
村
も
か
な
り
大
き
な
村
と
い
え
よ
う
。

四
十三
年
度
北
海
道
年
鑑
に
よ
る
)。

(計
数
は
す
べ
て
昭
和

第
二
章
地
形
と
地
質

地
形
概
況

白
滝
村
域
内
の
地
形
は
や
や
楕
円
状
を
な
し
、
四
囲
を
山
地
に
かこ
ま
れ
た
盆
地
状
の
形
態
を
示
し
て
い
る
。

第
二
章
地
形
と
地
質

三
四、
一四
六
分

一、〇
四
六
診

三〇
、二
六
八
給

八
二
秒



二
自
然
と
環
境

天
狗
岳
付
近
に
源
を
発
す
る
湧
別

川
と
比
麻
良
山
付
近
に
源
を
発
す
る

支
湧
別
川
の
間
に
発
達
す
る
台
地
状

の三
角
地
帯
(西
南
方
の
天
狗
岳
の

山
麓
斜
面
に
接
し
、
西
南
から
北
東

に
緩
い
傾
斜
を
も
っ
て
発
達
し
て
い

る
台
地
)
を
中
心
に
概
観
す
る
と
、

北
側
は
湧
別
川
左
岸
に
た
だ
ち
に
急

峻
な
山
地
が
迫
り
深
く
き
ざ
ま
れ
た

谷
が
発
達
し
、
七
〇
〇
が
な
い
し

一、〇
〇
〇
M
の
高
度
で
鋭
い
尾
根

が
つら
な
っ
て
い
る
。
ま
た
三
角
地

帯
の
西
側
か
ら
東
南
方
向
に
向
っ
て

は、
天
狗
岳、
武
利
岳
さ
ら
に
ユ
ニ

石
狩
岳
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
裏
大
雪
系

統
の
山
な
み
が
続
い
て
い
る
。
さ
ら

に
こ
の
山
系
に
斜
交
し
て
支
湧
別
川

・<下白滝

旧白滝

白滝村
北見4

奥白滝 上白 滝

支
北支湧別天狗平

東
白
滝 博

支
湧
別 別

川11上
支
湧
別

元

水 系 図

別



の
東
側
に
は
主
と
し
て
日
高
層
群
か
ら
なる
七
〇
〇
が
な
い
し
一
、〇
〇
〇
間
前
後の
山
系
が
つ
ら
な
っ
て
いる
。
こ
の
山
地も
深

い
谷
が
発
達
し
急
峻
な
山
容
を
示
し
て
い
る。

河
川
「
湧
別
川」

山
付
近
よ
り
源
を
発
し
た
支
湧
別
川
が
お
よ
そ
二
二
・八
き
が
流
れ
た
地
点、
白
滝
市
街
東
北
部
に
お
い
て
こ
れ
と
合
流、
さ
ら
に
旧

石
北
国
境
付
近
よ
り
源
を
発
し
た
湧
別
川
は、
石
狩
国
上
川
町
領
ニ
セ
イ
カ
ウシ
ュベ
山
の
脈
系
比
麻
良

。

白
滝
に
お
い
て
ホ
ロ
カ
ユ
ー
ベ
ッ川

(七・
五
き
材
)
を
も
合
せ
の
ん
で
丸
瀬
布
町
域
に
入
り
マ
ウ
レ
セ
プ
川、
ム
リ
イ
川
と
会
し
、

や
が
て
向
き
を
東
方
に
転
じ
セ
タ
ニ
ウ
シ
ュ
ウ
ト
ル
コ
ッ
川
(瀬戸

瀬
川
)
を
容
れ
野
上
に
至
り
、
再
び
方
向
を
北
東
に
転
じ
て
常

呂
郡
境
よ
り
く
る
イ
ク
タラ
川
を
併
せ、
ま
た
奥
社
名
渕
よ
り
サ
ナ
プ
チ
川
を
併
せ
て
つ
い
に
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
注
ぐ
全
長
一三
二

ま
げ
で
、
白
滝
村、
丸
瀬
布
町、
遠
軽
町、
上
湧
別
町、
湧
別
町
の
一
村
四
町
を
貫
流
す
る
管
内
屈
指
の
河
川
で
あ
る
。

以
上
の
ご
と
く
本
村
の
幹
流
は
湧
別
川
の
み
で
あ
る
が、
第
一
次
支
流
三
十
三
、
第
二
次
支
流二
十
六
、
第
三
次
支
流
八、
第
四

第
五
次
支
流
各
一
の
計
六
十
九
支
流
で
流
路
総
延
長
二
六
九・八

ず
ぶ
と
な
り、
下
白
滝
駅
よ
り
小
樽
駅
ま
で
の
距
離
に
匹
敵
す
る
。

各
支
流
名
は
次
の
と
お
り
。

幹
流

十 水 水

号 吞 無

第
一
次
支
流沢 沢 沢

川 川 川

河

第
二
次
支
流

川第
三
次
支
流

第
四
次
支
流

名
-
第
五
次
支
流

延
長

流
路二・〇
一・五
一・五 km

三・七
三

一・〇
〇

一・
一〇

面 流
積 域
km2

2

(昭
和
四
十
四
年
八
月
一
日
現
在)

湧
別
川

第
二
章
地
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二
自
然
と
環
境

湧
別
川

支 伊 岩 二 村

湧 藤 城 号 井

別 沢 沢 沢 沢

川 川 川 川 川

幌
加
湧
別
川

岩
の
沢
川

十
七
号
沢
川

十
六
号
沢
川

十
五
号
沢
川

パ
ー
ラ
イ
ト
沢
川

ラ
ウ
ネ
ナ
イ
川

神
林
沢
川

十
三
号
沢
川

大
平
の
沢
川

湯 五 島 七 野

の 線 の の 宿 の

沢 沢 沢 沢 沢 沢

川 川 川 川 川

小
川

六
・六
五
・〇
二
・五

二二
・八

四
・〇
二
・五
二
・〇
一・
一

二・七
四
・一
七・五
一・五
三
・〇
二・五
二
・〇
一・五
三
・〇
二
・
二
・〇
二・〇
二・五

一四・九
八

二
・八
七

一・
六五

三
四・八

八
三
・三
〇

二・八
八

一・七
二

一・
一
二

四・六
三

三
・七〇

二〇
・七
六

一・一
五

二
・七
五

二・七
五

1・〇
〇

一・五
〇

三
・三
〇

1.
0
0

1 1

一
・

三0
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湧
別
川

上
二
股
沢
川

銅
の
沢
川

小
滝
の
沢
川

一
の
沢
川

盤
の
沢
川

シ
ュ
ウ
ベ
ッ
川

清
水
沢
川

上
尻
無
川

菊
地
の
沢
川

シ
ュ
ウ
ベ
ッ
川

辻
の
沢

七
線
沢
川

二 中 鹿

石
の
沢 雲 の

沢 沢 沢 沢 沢
川 川 川 川 川 川

コ
ガ
ク
し
沢
川

大
滝
の
沢
川

別
沢

川

二・五
二
・〇
五・四
六
・〇
五・九
三
・〇
四
・五
三・七
一・三
四
・四
四
・七
七
・〇
四
・五
一・
七

三・五
二・〇
二・一
六・六
三
・〇
三・二
四・七

二・四〇
一・七

五
一三
・九
三

五・二
〇

九
・三
八

二・三
〇

二・九
五

三
・一
八

一・二〇
六・二

五
一〇・
六三

二
二
・八
四

三・七
七

一・三
七

三・七
五

一・五
八

一・八
八

一六・一
四

一・七
五

一・
九〇

四・五三

ヘン
ケ

ン
ケ

白 綠
の の の

三一



湧
別
川

熊
の
沢
川

園
見
沢
川

ウ
ン
ベ
ツ
沢川

ク
ワ
キ

三
角
点
沢
川

右
険
の
沢
川

三
十
九
号
沢
川

八
号
沢
川

富
樫
の
沢
川

天
狗
沢
川

墓
地
の
沢
川

十
八
号
沢

十
勝
石
沢
川

右
の
沢
川

コ
ヤ
ン
ベ
ッ
川

ス
プ
リ

八
高
沢
川

流
紋
沢
川

北
湯
の
沢
川

五
の
沢
川

若
松
の
沢
川

丸
山

沢
川
三
風
沢
川

三
・一
三・〇
五
・三
三
・五
七・三
五
・四
二
・
二
・〇
三
・〇
五
・四
二・
五

一
一・〇
二・七
三
・〇
二
・〇
八
・
一

二・三
二・〇
八・二
一・七
五・〇

三
・五
三

一・三
三

九
・七
四

二・〇
七

六・二
八

九
・二
〇

一・
五
〇

三
・五〇
九
・二
〇

一七・九
五

三
・七
五

三
九・四〇
二・七

五
二・七

八
一・
五
七

一
三・五

一
〇
・八
七

〇・
八
七

七
・六
五

一・二
五

八・
八三

二
自
然
と
環
境

川 川

三



湧
別
川
苔
の
沢
川

丘
平
の
沢
川

有
明
の
沢
川

計
二
六
九・八

三
九
一・七
四

四
・九
三
・六
三
・五

五・
一五

二・七
五

二・四三

山
岳

四
方
が
山
や
峠
に
よ
っ
て
囲
繞
さ
れ
て
い
る
本
村
は、
中
央
か
ら
北
西
お
よ
び
南
西
部
一
帯
に
か
け
て
北
海
道
の
屋
根

と
も
称
さ
れ
て
い
る
大
雪
山
系
の
一
部
を
成
し
て
い
る
の
で、

一、二
〇
〇
が
内
外
の
山
が
重
畳
と
つ
ら
な
り、
東
に
向
う
に
従
っ

て
や
や
山
勢
を
減
じ
て
い
る
が、
そ
れ
ら
山
岳
地
帯
の
多
く
は
日
高
累
層
群
で
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
、
山
腹
斜
面
に
急
峻
な
と
こ

ろ
が
多
く
見
ら
れ
る
。

そ
の
お
も
な
山
岳
を
示
す
と
、

旧 高 鹿 三 雲 丸 支 比白
滝 ノ 笠 霧

湧 麻
別 良

山 山 砦 山 山 山 岳 山

標

七
三
六・七

八
九
五
・九

一、
一
八
一・四

一、二
九
一・〇

一、五
〇
〇
・五

一、
六
一
七・四

一、
六
八
七・七

一、
七
九
六
・〇

高
(M)

丸
瀬
布
町
境

丸
瀬
布
町
境

上
川
町
境

丸
瀬
布
町
境

上
川
町
境

備
考

緑 辺 雄 千 天 有 平

柏 狗 明
加

山 峰 山 岳 山 山

標

八
六
五・四

九
六
五・三

一、二
六
七・九

一、四
四
五・八

一、五
六
一・〇

一、六
三
四・九

一、
七
七
五
・〇

高
(M))

遠
軽
町
境

滝
上
町
境

上
川
町
境

上
川
町
境

上
川
町
境

備
考

千
登
蟹
山

山
岳
名

山
岳
名

第
二
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雄松山
r'△1.267.9.

一下白滝
1

4965.:

旧白滝
△118:4

千登量山
-214458

白滝村酒 別
奥白滝 上白滝

高上
△892.9

天狗平

東
白
滝 北支湧別

△1.033 支
湧
別
三～上
支
湧
別 三笠!!
△1.5:0

河�
$1.55:

二章上麻真二
△1.796c

4
4

雲嘉 二
Δ:500$

$7.617.4
丸山

山 岳 図

水
準
点

準
点
標
識
が
あ
る
が
、
こ
の
水
準
点
は三

る
永
久
標
識
の
一つ
に、
花
崗
岩
製
の
水

測
量
法
で
定
め
ら
れ
て
い

角
点
と
と
も
に、
あ
ら
ゆ
る
測
量
の
基
準

と
も
な
り
、
ま
た
宅
地
な
ど
の
境
界
標
の

も
と
と
も
な
る
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
主

一点
の
割
合
で
設
け、
レ
ベ
ル
を
用
い
て

に
そ
っ
て
一き
が
な
い
し
二
き
が
ご
と
に

と
し
て
水
準
点
は
国
道
な
ど
の
主
要
道
路

直
接
水
準
測
量
を
行
な
っ
て
標
高
を
求
め

全
国
的
に
統
一
さ
れ
た
も
ので
あ
る
。
一

等
水
準
点
は
明
治
時
代
に
全
国
的
な
土
地

調
査
を
行
な
い、
日
本
水
準
原
点
を
東
京

都
千
代
田
区
永
田
町
一
丁
目
一
番
地
内
水

準
点
標
石
の
水
晶
板
の
零
分
画
線
の
中
点

(東
京
湾
平
均
海
面
上
二
四
・四
一
四
〇

M)
に
お
き、
全
国
通
し
番
号
に
よ
っ
て

三四



所
在
地
点
を
明
ら
か
にし
て
いる
。

本
村
域
内
に
お
け
る
水
準
点
は
別
掲
の
と
お
り
旧
国
道
ぞ
い
に
一等
水
準
点
の
み
十
四
点
が
降
ろ
さ
れ
て
い
る
が
、
昭
和三
十
年

に
標
石
の
破
損
あ
る
い
は
立
地
条
件
な
ど
の
理
由
に
よ
っ
て
移
転
改
埋
が
行
な
わ
れ
て
いる
。
次
表
に
よ
っ
て
も
わ
か
る
が、
下
白

滝
馬
止
め
付
近
(
七
千
四
百三
十
三
号)
の
水
準
点
と
、
北
見
峠
付
近
(七
千
四
百
四
十
六
号
)
の
そ
れ
と
を
比
較
し
て
み
て
、
実

に三
倍
強
の
標
高
で
あ
る
と
知
れ
ば
驚
き
に
あ
た
い
す
る
。

白
滝
村
域
内
一
等
水
準
点
成
果
表

所
在
地

標
石
番
号

字
奥
白
滝

字
奥
白
滝

字
奥
白
滝

字
奥
白
滝

字
奥
白
滝

字
上
白
滝

字
上
白
滝

字
白
滝

字
白
滝

字
旧
白
滝

字
旧
白
滝

字
旧
白
滝

字
下
白
滝

字
下
白
滝

七
四
四
六

七
四
四
五

七
四
四
四

七
四
四三

七
四
四二

七
四
四
一

七
四
四〇

七
四
三
九

七
四
三
八

七
四
三
七
同 同 同 同 北
海
道
庁

所
有
主

同同同 同同 同 同同同 同同 同 同
道
路
敷
地

地
目

八
三
二・
一四

七
三
三
・一
三

五
四
五
・七
六
昭
和
30・7・3

昭
和
30・7・1

五〇
七
・九三

昭
和
30・7・1

四
四
四・八三

四
一〇
・二
七

三
九二
・二
二

三
六
八・三
〇

三
四五
・五〇

三二
六・一

二
三〇
九・二

五
明
治
42・5・1

二
九
一・三

七
明
治
42・5・1

昭
和
30.6.18

選
定
年
月
日

陸
地
測
量
手
山
敷
岩
蔵

同 同

同 建
設
技
官
藤
井
陽
一
郎

陸
地
測
量
手

建
設
技
官

選
者

建
設
技
官
藤
井
陽
一
郎

定

同 同 同 同

備
考

(北
見
峠)

(北
見
峠)

(北
見
峠
)

(奥
白
滝
駅
付
近)

(奥
白
滝
3
号
付
近)

移
転
改
埋
(上
白
滝
35号
付
近
)

(上
白
滝
30号
付
近
)

移
転
改
埋
(農
協
付
近)

(幽
仙
橋
付
近)

(旧
白
滝
18号
付
近
)

(旧
白
滝
15号
付
近
)

(旧
白
滝
11号
付
近)

移
転
改
埋
(下
白
滝
馬
止
め付
近)

付
記

七
四
三
三

同同

一
同 一同 同 同 同 |同 同

昭
和
30・6・21

明
治
42・5・1

同

同 同 同 隊

明
治
42・5・1

明
治
42・5・1

陸
地
測
量
手
山
敷
岩
蔵

二九
三
・九
六

二
五
九・六二

標
高

(m)明
治
42・5・9

昭
和
30・7・2

同
昭
和
30・6・21

明
治
42・5・1

山
敷
岩
蔵

藤
井
陽
一
郎

七
四
三
六

七
四
三
五

七
四
三
四
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二
自
然
と
環
境

三
角
点

山
頂
や
丘
陵
の
頂
付
近
で
測
量
上
比
較
的
見
通
し
の
よ
い
と
こ
ろ
に
別
図
の
よ

う
な
石
を
み
る
こ
と
が
あ
る
が、
こ
れ
が
測
量
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
三
角
点
で
、
材
質
は
花

崗
岩
と
真
鍮
製
と
の
二
種
類
が
あ
る
。
こう
し
た
三
角
点
標
石
は
隣
接
町
村
と
の
境
界
線
上
に

も
設
置
さ
れ
て
お
り
、
あ
る
い
は
宅
地
な
ど
の
境
界
標
の
も
と
と
も
な
っ
て
お
り
、
地
図
の
作

成
や
公
共
事
業
な
ど
に
必
要
な
測
量
の
基
準
と
し
て
、
水
準
点
と
と
も
に
き
わ
め
て
重
要
な
役

割
を
も
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
明
治
政
府
が
全
国
的
な
土
地
調
査
を
行
な
い
設
置
さ
れ
た
も
の

で、
現
在
で
は
建
設
省
国
土
地
理
院
の
所
管
と
な
っ
て
い
る
。
三
角
点
は
水
準
点
と
同
じ
く
全

国
的
に
統
一
さ
れ
た
三
角
網
に
よ
っ
て
測
量
が
な
さ
れ、
等
級
は
一
等
三
角
点
、
一等
三
角
補

点
、
二等
三
角
点
、
三
等
三
角
点
、
四
等
三
角
点
の
別
が
あ
り、
平
地
に
お
い
て
は
四
等
三
角

点
の
代
り
に
二
等
多
角
点
が
あ
り
、
こ
れ
が
比
較
的
多
く
設
置
さ
れ
て
い
る
。

本
村
域
内
に
お
い
て
は
一等
補
点
三
角
点
が
一
点
、
二等
三
角
点
が
一点
、
三
等三
角
点
が
十
四
点、
四
等三
角
点
が二
十
三
点
、

二
等
多
角
点
が
九
点
の
合
計
四
十
八
カ
所
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。

白
滝
村
域
内
三
角
点
並
に
多
角
点
表

三
等
点

一
等
補
点

等
級
別

比
麻
良
山
|比

麻
良
山

有
明
山
有

明
チ
ト
カ
ニ
ウ
シ
山

山
岳
名

一、七九六・〇
一、公西・九
一、四五・八

標
高
(M))

ク ノ標

標
石
|
左
第

金
属
標
の別

標
石
つ

第 第 7一個
一号
三
号 七号
白
滝
村
字
支
湧
別

白
滝
村
・
上
川
町
境
界
線
上

所
在

地

山
林

地
目

北
海
道
庁

土
地所
有
者

大
正
五・五・五

大
正
五・四・三三

明
治三
・八・六

選
点
年
月
日

(建
設
省
国
土
地
理
院
の
調
査
資
料
に
よ
る)

・保
護
石

三六

三 角 点 標 石-

千
登
蟹
山

三
角
点
名

標
石
番
号
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章
地
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地
質

1.

" 四等
点 等 等

点点

等
点

天 東 二十林十十十 北下境熊 辺旧 鹿 伊支高三白雲緑丸
の 留 藤 湧

笠 霧沢 加 別
平 滝 号号 号班号号号別 滝界 中崎:滝谷 北山 峠 山山雲山 山山

雄 辺 鹿 高三支雲緑丸
湧柏 の 笠 霧

別

山 砦 山山岳 山山山

四三五・八

六三・〇

一、二天七・九
九六五・三
七云・七
一二二八

・四
六六・一
六
八・六
吾
三・三
八九五・九
一、二九一・〇
一、交七・七
一、五〇〇・五
八六五・四
一、六
七・四

石 石

第
一九四六九号号

第
一九四六八号

第
一九四六六号

第
一九四六

号
第二一六五

号
第
一00年

四号
白
滝
村
字
白
滝
原
野

白
滝
村
字
白
滝
原
野
一三五

九
番
地

第
一00毫

升号
白
滝
村
字
白
滝
原
野
一
九
五
六
番
地

白
滝村
字
白
滝
原野
六
六
一
番
地

白
滝
村
字
白
滝
原
野
一三
一
四
番
地

白
滝
村
字
白
滝
原
野

白
滝
村
北
湧
別

白
滝
村
字
白
滝
原
野

白
滝
村
字
白
滝

白
滝
村
無
番
地

白
滝
村
字
白
滝

白
滝
村
字
白
滝
原
野

白
滝
村
字
白
滝
原
野三
四
八
九
番
地

白
滝
村
無番
地

"

斎
藤
好
範

北
見
営
林
局

松沢
沢
一

北
見
営
林
局

伊藤
芳男

斎
藤
内
田源三

郎

丹
羽
宏
一

北
見
営
林
局

北
海
道
庁

北
見
営
林
局

北
海
道
庁

斎
藤
久
治

相
馬
康
晴

北
見
営
林
局

北
海
道
庁

北
見
営
林
局

昭
和學・六・三
昭
和
恩
・六・三

昭
和恩
・六・
八

昭
和學
・六・三

昭
和
四
・九・た

昭
和
四
・九・一

昭
和
巴・九・モ

昭
和巴
・九・一五

昭
和巴・九・一六

昭
和
四
・九・た

昭
和
四
・九・一五

昭
和三
・七・一九

昭
和巴
・九・一六

昭
和巴
・九・一五

大
正
五・五・一四

大
正
五・四・二九

大
正
五・五・
四

大
正
五・五・七七

大
正
五・五・四

大
正
五・五・

四
大
正
五・五・

六
大
正
五・四・六

大
正
五・四・二七

大
正
五・四・三元

大
正
五・六・

七
大
正
五・五・三

大
正
五・五・一八

" ハ ノ 標 “

11 11 金
属
標

"

第
0三
五
号

第
二
六丟
号

第
二八
号

第
三七号

第
一項
考号

二四八六号
一
八四号
二四八0号
五
六号

二
六
号

�0号
第
一
七
号
白
滝
村
字
支
湧
別

白
滝
村字
支
湧
別
無
番
地

宅畑 山 畑 山 々 ヶ畑 山 畑地 林 林 林

11 山 原 畑
林 野

竹
田
実

白
滝
村
字
白
滝
原
野
六
五
八
番
地

白
滝
村
字
白
滝
原
野三
二
七
一
番
地

白
滝
村
字
白
滝
原
野

白
滝
村字
白
滝
原
野
三
三
〇
八
番
地

第第 第 第第第第第第第第第

第100年七号
第
一000

号
第
二
六云
号

第
三0号

三
七二号

狗 白

上
白
滝
小
学
校

温
泉

上
見

晴
台

二
十
三
号

十七 六二一 湧 白 白 の

三
十
七
線
北

" " "

11

弘
第
二00五

六号

留
加
峰

" ハ ノ標

11111



二
自
然
と
環
境

二
等
多
角
点

999( 二 1 1 上 十 支七六林松 奥
支
湧一 湧 道 白

四三 ニー 三 五 四二一 別線 別線線 上 村滝

"

第
一些
英
号

第
一吾
吾号号号

第
三
區
号

第
二
五
号

第
二三
六号

第
二三
三号

第
二三
三号

第
七三
四号

第
一七三
吾号
白
滝
村字
白
滝原
野

白
滝
村
字
白
滝
原
野
四
七三
番
地

白
滝
村
字
白
滝
原
野
四
五
五
番
地

白
滝
村
字
白
滝
原
野
三
五
六
三
番
地

白
滝
村
字
白
滝
原
野

白
滝
村
字
白
滝
原
野
三
六
三
〇
番
地

白
滝
村
字
白
滝
原
野

白
滝
村
字
白
滝
原
野
一八
番
地

白
滝
村
字
白
滝
原
野一五〇番

地の
九

ヶ 畑山 畑 山 々畑 道 山畑 原林 林 林
ヶ 畑山 畑山林

林

山下
正
夫

佐
伯
喜
太
郎

北
見
営
林
局

田
中
文
三

北
見
営
林
局

笠
間
笠
間
誠
一

大
蔵
省
財
務
局

北
見
営
林
局

菊
地
芳三

内
務
省

伊
藤
末
雄
昭
和四
・九・六

牧
野
清
吉
昭
和
巴・九
一七

白
滝
村
昭
和
学
・六・10

加
藤
長
治

北
見
営
林局

昭
和
學
・六・10

昭
和四・九・一八

11

地
質

本
村
の
地
質
に
異
常
な
関
心
を
寄
せ
た
地
質
・
考
古
学
者
が
昭
和
三
十
四
年
(一
九
五
九
)
か
ら
三
年
間
大
規
模
な
野

外
研
究
を
行
な
い、

一応
の
成
果
を
あ
げ、
克
明
に
し
て
高
度
な
研
究
発
表
を
行
な
っ
た
。
い
ま、
そ
の
『白
滝
遺
跡
の
研
究』

(白
滝
団
体
研
究
会)

か
ら
抜
萃
す
る
に
、

本
村
全
域
の
基
盤
を
構
成
す
る
も
の
は、
先
白
堊
紀
に
属
す
る
日
高
累
層
群
と、
こ
れ
を
不
整
合
に
お
お
って
い
る
幌
加
湧
別
層

と
白
滝
層
な
ど
の
湖
成
堆
積
物
お
よ
び
幌
加
熔
結
凝
灰
岩
、
白
滝
熔
結
凝
灰
岩
な
ど
で
あ
る
。

一
日
高
累
層
群

三八

白
滝
村
字
白
滝
原
野

白
滝
村
字
白
滝
原
野三
四
五
八
番
地

二
号

第
二00七〇四号

第
10050元号
第
0一0天

吾
号

第
二00七0号

白
滝
村
字
白
滝
原
野二
六
〇
番
地

白
滝
村
字
白
滝
原
野
一〇
一
番
地

白
滝
村
支
湧
別
一
九〇
八
番
地
の
一

白
滝
村
字
白
滝
原
野
五三
五
番
地

白
滝
村
字
白
滝
原
野

金
属
標

金
属
標
11標金標 ”

石: 石

第 第
一九四七
号号

第
一九四七

号

第
一九
七
号
白
滝
村
字
白
滝
原
野三
五
九
八
番
地

昭
和学
・六・三

昭
和
學
・六・九

昭
和
四・九
天

昭
和
四・九・七

昭
和三・七・八

"

栄

" "

11

"

野



こ
の
地
層
は
上
部
日
高
層
群
に
あ
た
り
、
砂
岩
、
粘
板
岩
類
で
構
成
さ
れ
広
く
分
布
し
て
い
る
。
ま
た
こ
の
地
層
の
な
か
に
は
輝

緑
岩、
花
崗
岩、
石
英
粗
面
岩
な
ど
の
火
成
岩
類
が
貫
入
し
て
い
る
。
な
お
こ
の
日
高
累
層
群
を
幌
加
層
と
湧
別
川
層
の二
つ
の
地

層
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

イ
幌
加
層

こ
の
地
層
は
支
湧
別
川
上
流
地
域
お
よ
び
幌
加
湧
別
川
流
域
に
分
布
し
、
お
も
に
頁
岩
質
の
粘
板
岩
と
砂
岩
の互
層
で
砂
と
泥

の
部
分
が
規
則
正
し
く
重
な
り
合
っ
て
い
る。

口
湧
別
川
層

こ
の
地
層
は
幌
加
層
に
は
さ
ま
れ
た
地
域
に
広
く
発
達
し、
幌
加
層
と
似
て
頁
岩
質
の
粘
板
岩
と
砂
岩
の
互
層
で
あ
る
が、
砂

岩
よ
り
粘
板
岩
の
部
分
が
多
く
、
し
か
も
砂
と
泥
の
部
分
の
境
界
が
不
明
瞭
な
と
こ
ろ
が
多
い
。

二
幌
別
湧
別
層

こ
の
地
層
は
幌
加
湧
別
川、
黒
耀
の
沢、
八
号
の
沢
の
上
流
部
に
発
達
し
、
そ
の
分
布
は
ご
く
限
ら
れ
た
範
囲
で
あ
る
。
堆
積
物

の
下
部
層
は
い
ち
じ
る
しく
発
泡
の
悪
い
軽
石
片
を
主
と
し
た
凝
灰
岩
で
無
層
理
で
あ
る
が、
上
部
に
行
く
に
し
た
が
い
軽
石
片
は

少
な
く
な
り
層
理
を
示
し
て
いる
。
この
層
理
は
一
五
〇
オ
以
上
も
あ
る
。
こ
の
幌
加
湧
別
層
を
お
お
っ
て
熔
結
凝
灰
岩
が
こ
の
地

域
の
東
に
広
く
分
布
し
て
い
る
が、
こ
れ
を
幌
加
熔
結
凝
灰
岩
と
い
う
。
岩
質
は
石
英
粗
面
岩
質
で
多
量
の
黒
耀
石
を
と
も
な
い、

あ
る
い
は
厚
く
あ
る
い
は
薄
く
熔
結
凝
灰
岩
と
互
層
状
に
な
っ
て
いる
。
し
か
し
こ
う
し
た
互
層
状
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
は
別

に
、
幌
加
熔
結
凝
灰
岩
の
上
に
五
〇
ぶ
の
厚
さ
に
発
達
し
て
いる
黒
耀
石
岩
体
が
二
カ
所
に
分
布
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
は
幌
加
湧
別

川
と
黒
耀
の
沢
に
は
さ
ま
れ
た
八
六〇
が
峰
と
、
い
ま
一
つ
は
幌
加
湧
別
川
の
上
流
の
一、
一
五
四
ぶ
峰
付
近
で
あ
る
。

第
二
章
地
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ニー
自
然
と
環
境

三
白

滝
層

こ
の
地
層
は
湖
成
堆
積
層
で、
湧
別
川
と
支
湧
別
川
に
は
さ
ま
れ
た
三
角
地
帯
に
お
も
に
分
布
す
る
。
層
厚
は
約
二
〇
〇
財
で、

岩
質
は
お
も
に
凝
灰
質
砂
岩
か
ら
な
っ
て
い
て
岩
相
の
水
平
変
化
が
激
し
く
、
上
支
湧
別
市
街
付
近
で
は
礫
層、
天
狗
沢
付
近
で
は

黒
雲
母
が
多
い
凝
灰
質
砂
層、
白
滝
市
街
付
近
に
近
づ
く
と
砂
層
中
に
シ
ル
ト
お
よ
び
粘
土
が
増
加し
て
い
る
。
白
滝
層
の
凝
灰
質

砂
層
中
に
は
一部
に
石
英
安
山
岩
質
の
熔
結
凝
灰
岩
が
あ
る
。
こ
の
熔
結
凝
灰
岩
は
支
湧
別
川
上
流
地
域
で
日
高
累
層
群
を
不
整
合

に
お
お
い、
上
支
湧
別
市
街
付
近
で
は
白
滝
層
の
礫
層
の
上
位
に
載
り
砂
層
に
お
お
わ
れ
て
い
る
。
天
狗
沢
付
近
で
は
白
滝
層
の
凝

灰
質
層
に
は
さ
ま
れ
て
い
る
。

第
三章

気
象

白
滝
市
街
地
に
お
いて
海
抜三
五〇
ぶ
を
越
え
、
上
支
湧
別
あ
る
い
は
奥
白
滝
方
面
に
ゆ
く
に
し
た
が
っ
て
五
〇
〇
が
前
後
に
も

な
り、
わ
ず
か
な
農
耕
地
を
大
小
の
山
幾々
重
に
も
起
伏
し
て
包
含
の
て
い
を
示
し
、
北
見
と
石
狩
の
国
境
を
表
玄
関
と
し
て
い
る

高
原
の
地
本
村
は
水
稲、
陸
稲
の
生
産
も
か
な
わ
ず
、
決
し
て
恵
ま
れ
た
気
象
条
件
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

い
ま
四
季
別
に
概
説
し
て
み
る
と
、

春
三
月
後
半
に
な
る
と
大
陸
の
高
気
圧
が
衰
え
を
み
せ、
季
節
風
も
弱
ま
る
が、
四
月
初
め
に
は
ま
だ
降
雪
を
み
る
こ
と
も

多
く
、
融
雪
も
四
月
下
旬
と
、
この
地
方
で
は
お
そ
い
方
で
あ
る
。
四
月
末
か
ら
五
月
に
か
け
て
は
中
国
方
面
か
ら
移
動
性
高
気
圧

が
東
進
し
て
本
道
を
お
お
い
南
西
の
強
い
風
の
日
が
多
く
、
温
暖
で
乾
燥
し
た
空
気
と
な
り
火
災
の
発
生
し
や
す
い
危
険
な
時
季
と

四0



な
る
。
大
正
六
年
五
月
の
忌
ま
わし
き
大
山
火
も、
実
は
こ
う
し
た
気
象
条
件下
に
発
生し
た
も
の
で
あ
る
。
春
の
代
名
詞
桜の
花

は
五
月
下
旬
に
か
け
て
満
開
と
な
り
急
速
に
春
が
や
っ
て
く
る
が、
南
西
の
風
に
た
た
か
れ
て
一
夜
に
し
て
花
吹
雪
と
な
る
こ
と
も

珍
し
く
な
い
。

夏
北
太
平
洋
の
高
気
圧
が
発
達
し
て
し
だ
い
に
本
州
方
面
に
張
り
出
し
、
オ
ホー
ツ
ク
海
の
高
気
圧
が
衰
え
本
州
付
近
に
い

す
わ
る
よ
う
に
な
る
と
本
格
的
な
夏
の
訪
れ
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
夏
も
七
月
上
旬
か
ら
八
月
半
ば
ま
で
の
短
い
期
間
で
、
例
年
三

十
度
を
越
す
こ
と
も
一
、
二
回
あ
る
が
、
あ
ま
り
長
つ
づ
き
は
し
な
い
。
一方
、
年
に
よ
り
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
高
気
圧
の
勢
力
の
強
い

夏
季
に
は
、
冷
涼
な
北
ま
た
は
北
東
風
が
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
方
面
よ
り
流
れ
込
み
頻
繁
に
低
温
が
現
わ
れ、
陰
曇
な
天
候
に
よ
る
日
照

不
足
と
重
な
っ
てつ
い
に
冷
害
凶
作
と
な
っ
て
し
ま
う
。

ま
た
北
太
平
洋
の
高
気
圧
と
オ
ホー
ツ
ク
海
の
高
気
圧
の
間
に
前
線
が
形
成
さ
れ、
本
道
付
近
で
南
北
に
振
動
し
な
が
ら
停
滞
す

る
時
に
は
低
気
圧
の
影
響
と
あ
い
ま
っ
て
雨
を
も
た
ら
す
が、
本
村
に
お
い
て
も
、
ひ
と
雨
五
〇
ミリ以
上
の
大
雨
に
な
る
こ
と
も
あ

る
。
さ
ら
に
山
間
部
特
有
の
驟
雨
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
る
が
、
低
気
圧
の
移
動
速
度
が
早
い
た
め
降
雨
時
間
も
短

く
、
村
内
平
均
し
た
降
雨
が
な
い
こ
と
が
多
い
。

秋
八
月
も
二
十
日
を
す
ぎ
る
こ
ろ
と
な
る
と
朝
晩
涼
し
さ
が
加
わ
り
秋
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
る
。
こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
移
動

性
高
気
圧
と
低
気
圧
が
交
互
に
通
過
し
、
低
気
圧
お
よ
び
寒
冷
前
線
が
通
過
す
る
た
び
に
冷
涼
な
秋
風
が
吹
い
て
く
る
。
台
風
の
シ

ー
ズ
ン
と
な
る
の
も
こ
の
時
期
で
あ
る
が、
本
道
は
比
較
的
被
害
の
少
な
い
地
方
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
秋
雨
前
線
や
台
風
の
影
響

を
う
け
る
た
め
、
に
わ
か
雨の
降
る
こ
と
が
多
い
が
ま
た
晴
天
の
日
も
多
く
、
秋
特
有
の
変
化
の
激
し
い
季
節
と
な
る
。
こ
う
し
た

変
り
や
す
い
気
候
に
よ
っ
て
昼
夜
の
温
度
差
が
い
ち
じ
る
し
く
な
り、
九
月
下
旬
に
は
強
い
霜
の
お
り
る
こ
と
が
あ
る
。

第
三
章
気

象
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二
自
然
と
環
境

冬
冬
季
は
シベ
リ
ア
大
陸
が
い
ち
じ
る
し
く
冷
え
込
む
の
で
優
勢
な
高
気
圧
が
で
き
や
す
く、
本
道
は
その
影
響
を
う
け
西

高
東
低
型
の
気
圧
配
置
に
よ
っ
て
西
ま
た
は
北
西
の
季
節
風
が
強
ま
り
冬
型
の
気
候
と
な
る
。
か
く
し
て
十
月
下
旬
に
は
初
雪
が
あ

り
、
十
一
月
中
旬
を
す
ぎ
る
と
根
雪
と
な
る
の
で
あ
る
。
十二
月
よ
り三
月
中
旬
に
か
け
て
天
狗
岳
よ
り
吹
き
お
ろ
す
通
称
天
狗
嵐

は
寒
気
を
一
層
き
び
し
く
し
、
地
下
凍
結
も
ひ
ど
く
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
は
一緒
に
達
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
ま
た
低
気
圧
の
通
過
の

あ
と
、
時
と
し
て
三
日
も
四
日
も
猛
吹
雪
と
な
る
こ
と
が
あ
り、
こ
れ
が
た
め
交
通
杜
絶
し
、
郵
便
の
配
達
も
止
り、
小
中
学
校
は

臨
時
休
校
と
な
る
。
他
市
町
村
に
お
い
て
は
極
寒
の
日
に
臨
時
休
校
あ
る
い
は
授
業
開
始
時
間
の
繰
り
下
げ
等
の
便
法
を
講
じ
て
い

る
が、
本
村
に
お
け
る
そ
れ
は
な
く
、
代
っ
て
猛
吹
雪
ま
た
は
多
積
雪
の
日
を
臨
時
休
校
あ
る
い
は
繰
り
下
げ
授
業
と
す
る
こ
と
も

あ
る
が
、
こ
れ
は
本
村
の
特
殊
気
象
か
ら
起
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
道
東
沿
岸
を
発
達
し
た
低
気
圧
が
北
東
へ
進
む
時
に
は
湿
っ
た
雪
が
多
量
に
降
る
こ
と
が
多
く
、
俗
に
呼
称
し
て
い
る
"し

も
風
"
の
時
で、
昭
和三
十
六
年
十
二
月三
十
一
日
に
一
一八
�
、
翌
年
一
月
三
十
日
に
一
二三
ぞ
と
一日
で
一
話
を
こ
え
る
豪
雪

と
な
る
こ
と
も
あ
る
。

霜 一月
半
ば
こ
ろ
に
な
る
と
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿
岸
一
帯
は
厚
い
流
氷
に
よ
っ
てと
ざ
さ
れ
る
が
、
こ
の
寒
気
が
北
ま
た
は
北
西
の
風

に
の
っ
て
本
村
に
入
り
、
マ
イ
ナ
ス二
十
度
以
下
の
寒
波
が
幾
日
も
続
く
こ
と
が
あ
る
。

初
霜
終
霜
の
遅
速
に
よ
っ
て
農
作
物
に
異
常
な
影
響
を
及
ぼ
す
霜
は、
春
秋
季
に
大
陸
特
に
沿
海
州
北
部
か
ら
移
動
し
て

く
る
高
気
圧
に
北
海
道
が
お
お
わ
れ
る
よ
う
な
気
圧
配
置
に
な
っ
た
と
き、
こ
の
高
気
圧
は
寒
冷
な
気
団
で
あ
り
、
天
気
が
良
く、

風
が
弱
い
気
象
条
件
の
早
朝
な
ど
霜
の
お
り
る
危
険
が
大
き
い
の
で
あ
る
。
ま
た
冷
た
い
空
気
の
た
ま
り
や
す
い
凹
地
や
盆
地
の
よ

う
な
場
所、
あ
る
い
は
こ
の
よ
う
な
場
所
に
向
っ
て
冷
た
い
空
気
が
流
動
す
る
道
筋
な
ど
は
霜
が
お
り
や
す
く、
反
対
に
傾
斜
地
や
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本
村
に
お
け
る
気
象
状
況
は
次
の
と
お
り
で
あ
る。

(
気

温
(注
:
5
ヵ
年
平
均
と
は
昭
和
36
年
～
昭
和
40
年
ま
で
の
こ
と)

三
平

均

気

温
日
最
高
の
平
均
気
温

最
高
気
温
の
極
値
と
起
日

日
最
低
の
平
均
気
温

最
低
気
温
の
極
値
と
起
日

月別

5
ヵ
年
平
均
昭
和
43
年
5
ヵ
年
平
均
昭
和
43
年
5ヵ年の

うち
昭
和
43
年
5
ヵ
年
平
均
昭
和
43
年
5ヵ
年の
う
ち
昭
和
43
年

.
月

-10.2
-10.3

-
3.8

-
5.0

39,
1
.
1
2
8.0

1811
2.4

-
1
6
.
5

-
1
5
.
6

37.
1.15

-
3
0
.
0

3011
-
3
0
.
4

2
月

-10.7
-11.5

3.9
-
3.9

37.
2,11
7.5

2911
0.6

-
1
7
.
4

-
1
9
.
2

36.
2.

15
-
3
2
.
0

1611
-
3
0
.
1

3
月

-
4.6

-
0.5

1.2
4.7

39,
3
,
3
1

12.0
3011
13.5

-10.3
-
5.8

40.
3.

5
-
3
0
.
0

-
1
5
.
6

4
月

4.7
5.4

10.8
11.6

36,
4
.
3
0

25.0
2411
16.9

-
1.6

-
0.7

10,
4
.
5

-
1
6
.
0

-
8.4

10月
11.5

10.3
19.1

15.8
37.

5.21
29.0

3
H

25.2
3.8

4.8
38.

5.
4

-
4.5

1017
-
1.1

6
月

15.1
15.4

21.6
22.5

37.
6
,
1
3

32.0
26112711
29.6

8.5
8.3

36,
6,

1
-
1.0

3.5

7
月

18.8
18.6

24.5
24.3

36.
7
.
2
1

32.5
2711
32.8

13.0
12.7

7,
7.

8
3.0

-2.5

8
月

19.3
18.4

24.0
23.5

4
0
.
8.

31
32.1

6
H

31.0
14.6

13.2
37.

8.
5
.26

6.0
22
118.7

00月
14.7

13.7
20.5

19.0
36.

..
.
.
.

10,
5

1411
24.7

8.7
8.4

39,
9,
28

-
4.0

1.5

10
月

7.4
6.0

13.6
11.4

36,
10.

5
22.0

5
11

23.0
1.3

0.6
39,

10,
25

-
9.5

8
112217

-
5.0

11
月

0.9
2.8

5.8
7.2

38,
11.

5
16.5

3
11

16.7
-
4.3

-
1.7

37.
11,
28

-
1
9
.
5

-11.8
12

月
-
5.4

-
3.0

-
0.4

1.1
10.5

6
F1
11.3

-10.4
-
7.2

37.
12,
27

-
2
8
.
5

30
11

-
1
4
.
4

平
均

5.1
5.4

11.1
11.0

21.4
18.9

-
0.9

-
0.2

-13.8
8.4

観
測
記
録
に
よ
る
と
こ
ろ
の
こ
れ
ま
で
の
最
高
気
温
は
昭
和
33年

8
月
11日

に
34.0度

、
ま
た
最
低
気
温
は
昭
和
36年

2月
15 日

に
ー
32.0 度

が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

(オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿
岸
地
域
気
象
水
文
調
査
報
告
書
・
網
走
地
方
農
業
気
象
月
報
よ
り)
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17
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四四
二
自
然
と
環
境

口
降
水
量
・
積
雪
量
(注
:
5
ヵ
年
平
均
と
は
昭
和
36
年
～
昭
和
40
年
ま
で
の
こ
と
)

項目
年度

月
降

水
量

(mm)
降

水
日
数

(1 mm
以
上
)

1
日
の
積
雪
の
深

さ
の
最
大
と
起
日

(cm)
積
雪
日
数

(10cm
以
上)

平
均
積
雪|降

雪
日
数

(1cm以
上
)

(cm)

月別

5
ヵ
年
平
均
昭
和
43年

5
ヵ
年
平
均
昭
和
43
年
5
ヵ
年
の
う
ち

昭
和
43
年

5
ヵ年
平
均
昭
和
43年
昭43

和年

昭
和

43
年

1
月

5
4

78
12

21
123

68
31

31
47

18

2
月

30
36

10
11

120
66

28
29

67
14

3
月

24
34

10
10

127
56

3
日

17
22

3

10月
57

82

9

9

1

-
2

6
月

85
29

11
4

11

8
月00

171
175

15
13

9
月

101
130

14
11

10
月

49
68

11

9

3

18
11
月

70
81

13
14

34
18

5

2

11

12
月

41
66

14
17

36.12.31
27・30日

20
17

23
17

月
平
均
67 mm

月
平
均
mm
月
平
均
日|月
平
均
日
|

計
cm
計

日
77

12
11

223
81

37.
2
.
1

23日1
日

31
28

64
12

4
月

42
10

9

3

102
4

7
月

82
132

13
12

39.10.25
12
日

2

4

39.11.24
18
日

118
30

37.
1.30.31

28・29
日

38.
3.
2

40.
4.
4

(オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿
岸
地
域
気
象
水
文
調
査
報
告
書
・
網
走
地
方
農
業
気
象
月
報
よ
り)
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